


















珍 しくない.こ れら事故 を予防するためには滑 りにくい
路面,履 物の開発などは急務であるが,歩 行者の凍結路
に対する危険性の認識 と路面 に合わせた歩行を心がけさ
せる必要がある,現 在の ところ,降 雪時や凍結路 に備え
た歩行方法として重心を低 くする姿勢で足底全体 を接地
する,小 刻みに進行す るなどが推奨 されている1).積 雪
寒冷地で長年生活 していれば,冬 季には路面で滑 らない
ような歩容が自然 と身についてお り,降 雪初めでも転倒






65.6%と なったが 非積雪群では93.9%と 僅かな減少に留
まっていた.こ れは前進に伴う体重心の水平移動が円滑で







なお,側 方分力は通常単脚支持期に内向きに働 くが 歩行




転倒 を経験 しなければ歩容も夏季 と変わ らない場合 も多
い.彼 らに凍結路を歩行する際の危険性を認識 させ るた
めには,降 雪初 めに滑 りやす く加工 した床の歩行体験
広報などによる啓発活動が有用と思われる,
Ⅱ.目 的





以外(冬 季 に複数回の積雪 を経験 しない)の 者 に分け
て,凍 結路を想定 した屋内歩行をさせた際の床反力及び






には雪道,凍 結路では膝 を曲げ重心 を下げた前傾姿勢で




　対象は本研究の趣 旨を理解 し同意 し,下 肢に整形外科
疾患の経験のない本学大学生であ り,積 雪寒冷地出身者
2名(積 雪群)と それ以外の者4名(非 積雪群)の2群
に分けた.測 定機器は表面筋電計(NORAXON社 製),
床反力計(AMTI製)を 使用 した.方 法は4枚 の床反
力計上を左右一歩ずつ踏 む6mの 自由歩行を5回 行っ
た.床 反力結果は側方分力及び鉛直分力の3つ のピーク




筋の平均筋放電量 を算出 した.歩 行条件は平地の通常歩
行を初回行わせ,次 いで雪道および凍結路 をイメージさ
せた後 に歩行路 を 「凍結路 をイメージ して歩 くように」
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Ⅳ.結 果と考察
　本研究での凍結路 を想定 した歩行 時の筋活動 を比較
す ると非積雪群の遊脚相では積雪群 よ り,TA,　 GM及
びVLの 筋放電の増大が認め られた。積雪群 は全歩行周
期にわたりGMの 筋活動量増大 と断続的収縮が見 られ,
VLの 持続的収縮パター ンが見 られた.　VLが 筋活動増
加 と持続的収縮パターンを示 したことは膝関節を屈 曲位







床反力のうち,鉛 直分力では一つの谷 を挟んで2つ の主峰
があり,何 れも体重を超える力として表示される.第 一の
主峰は身体 を上方へ加速するとき,第2の それは下方へ減
速するときに生じる.谷 の最も深いところは重心位置が歩
行周期で最も高いところを意味している.本 研究の結果で
は,足 接地時の鉛直成分の最大分力値は通常歩行で非積
一99一
